
基研研究会報告

｢分子結晶における相転移と分子運動｣

上記題 目の研究会が 19710年 7月 20日か ら22日まで,京大基準扱理学

研究所で行われた｡ プログラムは下記の通 り,であるe 内容を以下に簡単に報告

す る｡夜を大変有意義を研究会 であったので ,引き続 き研究会を持ちたい との

ぞんでいる｡
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(第 1日)

o 簡単を分子結晶VLおける相転移 中 村 伝 (阪大基礎工 )

〇 一固体水素における iil〕ron 本 間 重 雄 (名大工)

oL 固体水琴における基底状態VL隣する藷間藤 宮 城 宏 (阪大基鹿工 )

ら.分光学的方法か ら見た分子結晶における分子運動

伊 藤 光 男 (東北大理)

(第2日)

○ ハロゲン化水素固 体の 相転移 ノ

(序論,構造分析)

_(分光学)

(熱潮定と 軍esonance)

(理 論)

畳 替 頑 男 (東大物性研 )

伊 藤 光 男 (秀北大理)

千 原 秀 酵 (版 大理-)

花 村 栄 一 (東大物性研 う

o熱軌定 ･RヲSOrlanCe か ら見た分子結 晶における 相転移 と分子運動

千 原 秀 昭 (阪大理)
′
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基研研究会報告

(第 5日)

o 固体メタンにおける相転移

○ 分子間相互 作用 と結晶場

o 希 ガス固 体中の CHSD の赤外線吸収

○ 固 捧メタンにおける赤外線吸収の問題点

o Angular Relaxatiorl

｡ 随順 メタンにおけ るNMRの Tlの解析

｡ 固体水素における NMRの Tl

片 岡 洋 右 (京大理)
＼

安 田 秀 雄 (京大理)

西 山 賢 一 (京大理)

西 山 賢 ⊥ (京大背)

清 水 博 (九大紫)

岡 田 謙 ､書 (京大理)

浜 重 一 朗 (阪大基挺工)

o Theory of Translational and･OrientationalMeltinglWith

Application to Liquid Crystals
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小 林 謙 二 (東大物性研 )



簡 単 な 分 子 結 晶 の 相 転 移
＼＼

阪大基礎工学部 中 村 転

聾者の目にとま った 2,5の トピックを選んで解説致 しましたo そ れ らの要

点のみを書 きとめて置きます｡

.〔1〕固体酸素の磁性 ､

興味の中心は磁健 ですoKaucla,Ha.t5ed･a &otslユbq firovic-Romanov

eも alに､よって磁化率の測定が, 19､5去年に報 じられていましたが,そ の

後研究は途絶えてお りました｡しかし,最近 5年願 に'a,β 相の結晶檀遷 .,

磁気構造の知見が奮稔され,光学吸収の測定 と相ま ?て固捧酸素の磁性の全貌

はま もな く確立されるかに見えますO

現在 a相のスピン超格子構造はかなり明かですが,β相で磁気超格子は無 い

かのようで す｡ 両 目の赤外疲収測定は反強磁性共鳴吸収の線 と identify･さ

れ う･るものを見つけていますo これ と､optical Qdouble ち.TanSitiorn"

spectrum●のデータの廟 の矛盾わない説明か反強磁性共鳴線の ident.ifi-

cation'を裏書 きしてお りますO-

〔2〕4面体分子 と hypeTPOlarizabilìty

ー0- 1 (千) 0- -1 (J)

た とえば NH4C王の phase甘,題では NH4 基は上の 2つの配向のどち

らかだけをとると宿じられています｡それを図の下に記 した ように =sin,蛋
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中村 伝

spinに対応させたとき･たとえば･Nfi4Cl∴の ●ph.aSe茸は ferroです｡

しかし光学的に上記 2つの状態は実際には見分け られません｡しかし

hyperp｡Ia･r･ilZabiltiもy では区別がモてきますo図の上下に沿 うた辺を

Z 一軸にとります と,電場 Fx,Fy によって Z 一･方向に誇起される電気モー

メ ン トは

Ftz =βG F･X Fy

と書けますoかようにして非線形光学散乱による4面体分子の相転移の研究が
米)

可能になり,いまおこなわれています｡

〔5〕固体水素の研究の新しい局面

水素分子の電気4転子能率が protonの zero-pointmotidnによる

proton chargeの分布を考慮することで約 2Clqo大 きくなるとい うことで,

これは相互推用定数を約 40%以上 も増大させますので,これまで実験 と合っ

･空 いると考え られたものが,実は再換討を要するという状況陀な りました.

もう一つは,夢物語だけに登場するかに見えた,ほとんど 100%に近いオ

･)Lノソ水素,パラ重水素ができるようになって新しい実験が出てきました｡

オルソ水素,パラ重水素の単結晶をつ くるのに成 功 した とき,おそ らくは最

後の研究の段階を迎えることになるでしょう｡

栄) この研究に注意を喚起された伊藤順書先生に感謝 しますO
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